
ベクトルと三角形の面積
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△OABの面積をSとするとき, S = 1
2
| #�a || #�b | sin θ

であることはご存知でしょう。ここでは, この式を
変形して sin θや cos θを用いず面積の式をつくっ
てみましょう。
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このように, ベクトルの内積を使って表わすこと
が可能で, 入試ではよく使われています。
次に A(a1, a2), B(b1, b2)として, 1⃝に代入して
みます。
| #�a |2 = a21 + a22
| #�b |2 = b21 + b22
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であるから, 1⃝は,
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このように, △OABの面積は, ベクトルの成分
からでも求めることが可能であることが分かる。
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